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Ⅲ 自 校 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内海中学校区 校番 ６４ 福山市立内浦小学校 
   

 最終更新日 202２年（令和４年）２月１日 

 
ミッション  福山に愛着と誇りを持ち，変化の激しい社会をたくましく生きる子どもを育てる。 

ビ ジ ョ ン  「福山１００ＮＥＮ教育」の基本理念のもと，各中学校区・学校が「２１世紀型“スキル＆倫理観”」の育成に向けた特色ある教育課程を編成し， 

日々の授業を中心として評価・改善を進めながら，子どもたちの確かな学びを実現している。 

児童生徒の現状 

・児童・生徒は落ち着いて授業に臨

んでいる。 

・自ら考えたり，自分の思いや考え

わかりやすく表現したりすること

が十分ではない。 

 

育成する力 

(21世紀型“スキル＆倫理観”) 

「問題解決能力」「コミュニケーション能力」「協調性」「チャレンジ精神」 

めざす子ども像 

(義務教育修了時の姿) 

内海を愛し，自ら考え，自ら行動できる児童・生徒 

中学校区として 
統一した取組等 

〇基礎学習の定着を図る     〇思考力・表現力・判断力の育成を図る 

〇基本的生活習慣を確立する   ○自己肯定感や自己効力感を高める 

〇多様性を受け入れる態度を養う 〇主体的・協働的で深い学びが起きる授業 

 

現 状 

＜児童生徒＞ 

・興味・関心がある領域については意欲的に学習に取り組むことができる。 

・苦手なことにもあきらめず挑戦することができる。 

・学習したことを活用したり，自分の言葉で説明したりすることに課題があ

る。 

・地域を教育資源とした授業づくりにより，故郷を知り，愛着を持っている。 

＜授業＞ 

・児童は，意欲的に学習活動に取り組むことができるが，極めて少人数のため，

多様な考えを出すことが難しい。 

・振り返りの視点に沿って振り返りを書くことができた。しかし，振り返りの

中で自分の学びの成長に気づくことが十分できていない。 

 

 

前年度学校関係者評価の主な内容 

・一人一人が自分の目標をもって学習に

臨み，主体的・意欲的に活動している。
子ども主体の学びに向けたきめ細やか
な取組が行われている。 

・学校のさまざまな取組について地域・
保護者の理解が得られるよう，今後も
子どもの姿をはじめとして，積極的に

情報発信する必要がある。 

 

ミッション 

自分がすき，学校がすき，地域がすきな子どもを育てる 

 
学校教育目標 

自ら学び 共に伸びる 

 

育成する力 

(21世紀型“スキル＆倫理観”) 
｢問題解決能力｣ ｢コミュニケーション能力｣ ｢協調性｣ ｢チャレンジ精神｣ 

めざす 

子ども像 

小学校 

１学年 

２学年 

○学習や生活の中から課題を見つけること
ができる。（思考力） 

○より良い解決方法を考えることができ
る。（判断力） 

○考えたことを友だちに伝えることができ
る。（表現力） 

○相手の話を最後まで集中し
て聞き，自分の思いを伝える
ことができる 

○学習や生活
の場面で，
仲間の良さ
に気づくこ
と が で き
る。 

○自分がやるべきこと
を決め，自ら進んで最
後まであきらめずに
取り組むことができ
る。 

小学校 

３学年 

４学年 

○学習や生活の中から課題を見つけること
ができる。（思考力） 

○より良い解決方法を考えることができ
る。（判断力） 

○考えたことを友だちに伝えることができ
る。（表現力） 

〇相手の考えを受け止め，自分
の考えを伝えることができ
る。 

○仲間の良さ
を見つけた
り，違いや多
様性に気づ
いたりする
ことができ
る。 

○目標を決めて，自分が
やるべきことを決め，
自ら進んで最後まで
あきらめずに取り組
むことができる。〈苦
手なことや難しいこ
とに挑戦する〉 

小学校 

５学年 

６学年 
 

中学校 

１学年 

○学習や生活･社会の中から課題を見つけ
ることができる。（思考力） 

○課題解決に向けてより良い方法を選択す
ることができる。（判断力） 

○考えたことを友だちや地域の人に伝える
ことができる。（表現力） 

○お互いの意見を出し合いなが
ら，より良い考えをつくりだ
すことができる。 

○仲間の良さ
や多様性に
気づき，互
いを認め合
うことがで
きる。 

○目標を決めて，自分が
やるべきことを決め，
自ら進んで最後まで
あきらめずに取り組
むことができる。 
〈自分に合った方法
を選ぶ〉 

中学校 

２学年 

３学年 

○学習や生活･社会の中から課題を見つけ
ることができる。（思考力） 

○課題解決に向けてより良い方法を選択す
ることができる。（判断力） 

○考えたことを友だちや地域の人に伝える
ことができる。（表現力） 

○お互いの意見を尊重し，多様
性を受け入れることにより，
新しい価値を作り出すこと
ができる。 

○仲間のよさ
や多様性に
気づき，自
他の良さや
多様性を認
め合うこと
ができる。 

○目標を決めて，自分が
やるべきことを決め，
自ら進んで最後まで
あきらめずに取り組
むことができる。 
〈自己の認識（アイデ
ンティ）の確立を目指
す〉 

   

研究 

テーマ 「自ら学ぶ」授業づくり ～学ぶ楽しさを実感できる対話の工夫～ 

内容等 
児童の興味関心に基づく課題設定・課題解決に向けた探究的な活動・自己の成長に気
付く振り返りを通して，学ぶ楽しさを実感し，主体的に学ぶ力を育成する。 

めざす授業の姿 

・子どもが「やってみたい！」「なぜ？」と思ったことをもとに課題を設定する授業。 

・自ら既習内容をもとに解決の方法を考えたり，異学年と学び合ったりして考えを深める授業。 

・自ら学びを振り返り，自分の成長に気付く授業。 

・振り返りを通して，次の学びへの意欲につながる授業。 
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Ⅳ 目標・取組及び。評価指標等の設定と評価                                                

年 
目 

中期経営目標 
重 
点 

分 
類 

短期経営目標 
目標達成に 
向けた取組 

評価指標 

中間評価(10 月１日) 最終評価(２月末) 

□指標に係る 
取組状況 

プロセス 
評価 

達成 
評価 

改善方策 

□指標に係る 
取組状況 

◎短期(中期)経営 
目標の達成状況 

プロセス 
評価 

達成 
評価 

総
合 
評
価 

改善方策 

 

 

 

 

 

 

 

４ 

 

 「自ら考え学

ぶ授業」の推

進 

★ 

見

直

し 

学ぶ楽しさを実感

し，主体的に学ぶ力

を育成する。 

 

・児童の興味関心を

もとに課題を設

定し，解決方法を

自ら考え，選択す

る場を設定する。 

 

 

 
 

・異学年との学びを

設定する等，考え

を深める工夫を

する。 

 

・自ら学びを振り返

り，自分の成長に

気付くとともに，

次の学びへの意

欲をもつために，

ポートフォリオ 

を活用する。 

・「『やってみたい』

『なぜ』と思ったこと

をもとに課題を見つ

けることができた。」

「今までに習ったこ

とをもとに解決方法

を見つけることがで

きた。」と言える児童

８５％以上。 

・「自分の考えとその

理由を伝えることが

できた。」と言える児

童８５％以上。 

 

・「自分のがんばりに

ついてふりかえるこ

とができた。」「次にや

ってみたいことを見

つけることができ

た。」「授業が楽しい，

学びが面白い」と言

える児童８５％以

上。 

□毎日授業づくりの時間を確保

し，児童が「やってみたい」「な

ぜ」と思っていること，既習内容

の定着度に合わせた学習の進め

方等，個に応じた指導の工夫や，

学ぶ楽しさを実感できる対話の

工夫について意見交流を行っ

た。この授業づくりの時間で得

た指導の工夫を生かし，主体的

な学びに取り組んだことで，児

童の学習意欲が向上し，主体的

に学ぶ力を育成することができ

た。 

「『やってみたい』『なぜ』と思ったこ

とをもとに課題を見つけることがで

きた。」と言える児童は75％だった。

「今までに習ったことをもとに解決

方法を見つけることができた。」と

言える児童は87.5％だった。 

□「自分の考えとその理由を伝えるこ

とができた。」と言える児童は10

0％だった。 

□授業の終末に振り返りの時間を

確保し，分かった点や分からな

かった点を見直したり，できる

ようになったことを振り返りに

書いたりすることを継続したこ

とで，自分の成長に気付き，次へ

の学びの意欲を持つことがで

き，主体的に学ぶ力を育成する

ことができた。「自分のがんばりに

ついてふりかえることができた。」と

言える児童は87.5％だった。「次に

やってみたいことを見つけることが

できた。」と言える児童は75％だっ

た。「授業が楽しい，学びが面白

い」と言える児童は87.5％だっ

た。 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

児童の興味関心をも

とに，課題を設定し，

解決方法を自ら考

え，選択する場を設

定する。 

 

 

 

全校学活，算数や道

徳の終末に授業の振

り返りを交流する

等，いろいろな学習

活動を通して，異学

年との学びを設定

し，考えを深める工

夫をする。 

次への学びの意欲を

継続させるためにポ

ートフォリオを活用

する。 

以上の取組を継続す

ることで，児童が学

ぶ楽しさを実感し，

主体的に学ぶ力を育

成する。 

 

 

□授業づくりの時間を確保 

し，児童が「やってみた

い」「なぜ」と思っている

こと，個に応じた指導の

工夫や，学ぶ楽しさを実

感できる対話の工夫につ

いて意見交流を行った。 

◎「『やってみたい』『なぜ』と思

ったことをもとに課題を見つけ

ることができた。」と言える児童

は87.5％だった。「今までに

習ったことをもとに解決方法を

見つけることができた。」と言

える児童は 87.5％だった。 

□全校学活，算数や道徳の終

末に授業の振り返りを交流

することや高学年主催の読

み聞かせ会等の学習を通し

て，異学年との学びを設定

し,考えを深める工夫をする

ことができた。 

◎「自分の考えとその理由を伝

えることができた。」と言え

る児童は87.5％だった。 

□授業の終末に振り返りの時

間を確保し，分かった点や

分からなかった点を見直し

たり，できるようになった

ことを振り返りに書くこと

を継続したりしたことで，

自分の成長に気付き，次へ

の学びの意欲を持つことが

でき，主体的に学ぶ力を育

成することができた。 

 月末にポートフォリオの作

成や活用の仕方について意

見交流を行い，ポートフォ

リオを活用して授業を行っ

たことで，次への学びの意

欲を継続させることができ

た。 

◎「自分のがんばりについてふり

かえることができた。」と言える

児童は87.5％だった。「次にや

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 

児童の興味

関心をもとに，

課題を設定し，

解決方法を自

ら考え，選択す

る場を設定す

る。 

異学年との

学びを設定し，

考えを深める

工夫をする。 

自ら学びを

振り返り，自分

の成長に気づ

かせるために

振り返りの時

間の確保をす

る。 

次への学び

の意欲を継続

させるための

ポートフォリ

オを活用する。 

今後も以上

の取組を継続

することで児

童に学ぶ楽し

さを実感させ，

主体的に学ぶ

力を育成して

いく。 

福山市立内浦小学校 
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ってみたいことを見つけること

ができた。」と言える児童は８

7.5％だった。「授業が楽し

い，学びが面白い」と言える

児童は 87.5％だった。 

 

継

続 

進んで体力つくり

をするための基礎

となる資質・能力を

育成する。 

自ら体力つくりの 

目標を設定し，楽し 

みながら外遊びを 

したり，毎日のトレ 

ーニングタイムで 

体力つくりをした 

りする。 

「体力つくりの目標 

を設定し，継続して取 

り組むことができ 

た。」「体力つくりの 

目標が達成できた。」 

と言える児童８５％ 

以上。 

□児童一人一人が新体力テスト

に向けて目標と，その目標に

向けてどのような練習をする

かを決め，がんばったことを

振り返ることができた。「体力

つくりの目標が達成できた。」

と言える児童は100％であっ

た。 

 

 

４ 

 

 

４ 

新体力テスト再測定
に向け，チェック表
に自分のがんばり度

を記入する。トレー
ニングタイムを設
け，楽しみながら体

力つくりを継続す
る。 

□新体力テスト再測定に向け，

チェック表にがんばり度を

記入することができた。ま

た，なわとびやボール投げ

等，トレーニングタイムに楽

しみながら体力つくりがで

きた。 

◎「体力つくりの目標を設定し，

継続して取り組むことができ 

た。」「体力つくりの目標が

達成できた。」と言える児

童はともに 8７．５％であ

った。 

 

 

４ 

 

 

４ 

 

 

４ 

今後も，トレー

ニングタイムを

設け，自分のがん

ばり度をチェッ

ク表に記入し，楽

しみながら体力

つくりを継続す

る。 

 

 

４ 

 

 

 

 

 

 

 

市民一丸とな

った取組の推

進 

 

  

見

直

し 

「自分がすき，学校

がすき，地域がす

き」な児童を育成す

る。 

・地域の教育資源 

を活用し，ＳＤＧ 

ｓ14「海の豊か 

さを守ろう」に取 

り組む。 

・地域とつながる学
びを学期に１回
以上実施する。 

「自分が地域のため 

に役に立っている。」

「自分がすき，学校が

すき，地域がすき」 

と言える児童８５％

以上。 

 

□アマモの養生やふくろうの花

畑見学，地域の方に内浦のお気

に入りの場所をインタビュー

する等，地域の教育資源を活用

した協働的な学習を行うこと

ができた。また，内浦小の学校

の名前と歴史（校舎の移り変わ

り）について調べたことを発表

したり，内浦小の航空写真をも

とに模型を共同制作したりし

た。また，地域の教育資源を活

用し，アマモから種を採取して

アマモを増やす活動や海のご

み拾い等，海の豊かさを守る活

動に取り組むことができた。

「自分が地域のために役に立

っている。」と言える児童は８

７．５％であった。 

 

 

 

３ 

 

 

 

３ 

地域のことについて
調べたことを発表し
て，自分達の家族に

知ってもらったり，
地域の海や島の環境
を守るためのゴミ拾

いをしたり，地域と
の交流を深めたりす
ることで，「自分がす

き，学校がすき，地域
がすき」な児童を育
成する。 

□地域のことについて調べた

ことをうしお祭で自分の家

族に発表することができた。

また，アマモを増やす活動や

海のごみ拾い ,水仙の里清掃

等，地域とつながる学びを学

期に１回以上実施すること

ができた。  

◎「自分が地域のために役に立

っている。」と言える児童は

８７．５％であった。 

 

 

 

４ 

 

 

 

４ 

 

 

 

４ 

地域のよさを

伝えることや海

の豊かさを守る

活動を，さらに探

究的に行い，地域

貢献することを

考え活動するこ

とで「自分がす

き，学校がすき，

地域がすき」な児

童を育成してい

く。 

市民一丸とな

った取組の推

進 

  

継

続 

 

保護者・地域から信

頼される学校づく

りを推進する。 

月１回以上，学校 

だより・学年だよ 

りの発行，HPの 

更新を行う。 

保護者アンケート 

による「学校の取組 

がよくわかる。」と 

いう肯定的評価 

８５％以上。 

□学校だより・学年だよ
りを月 1 回発行，運動
会や参観日の様子を学
習端末で記録し，保護
者に公開，ホームペー
ジを更新し，学校の取
組を発信することがで
きた。「学校の取組がよ
くわかる。」の肯定的評
価は 100％だった。 

 

 

 

４ 

 

 

 

４ 

学校の取組を，学校

便り，学年だより，校

内掲示，ホームペー

ジでタイムリーに知

らせていくことを継

続する。 

□学校だより・学年だ 
よりを月 1 回発行，

ホームページを更新
し，学校の方針や取
組を，タイムリーに

発信することができ
た。 

◎保護者アンケート 

による「学校の取組
がよくわかる。」とい
う 肯 定 的 評 価 が

100％となり目標
を達成することがで
きた。 

 

 

 

４ 

 

 

 

４ 

 

 

 

４ 

保護者や地

域の方が来校

した際に，連携

を密にし，学校

の取組や児童

の様子につい

て話す機会を

持ったり，学校

行事の様子を

分かりやすく

知らせたりし

ていく。 
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子どもの学び

を支える教育

環境の整備 

 

  

見

直

し 

勤務時間 7 時間４

５分を意識した教

育活動を推進する。 

・授業づくりを行う

時間を確保し，教職

員が学びについて

対話をする機会を

設定する。 

・週1回の暮会で行事

予定等を確認し，業

務の見通しをもつ。 

時間外勤務時間 

年間３６０時間（月

平均３０時間）以内

教職員１００％。 

 

□２か月分の月中行事予定

表の配布，週 1 回の暮会

での行事の確認により，

教職員が見通しを持って

時間管理を行うことがで

きた。また，校務支援員を

活用することで，授業づ

くりを行う時間を確保

し，学びについて対話を

する機会を設定すること

ができた。時間外勤務時

間が月 30 時間を超える

教職員は 0 人だった。 

 

 

４ 

 

 

４ 

月中行事予定表の配
布，週１回の暮会に
より教職員が見通し
を持って時間管理を
行っていく。また，校
務支援員の有効活
用，業務改善の熟考
により，授業づくり
を行う時間を確保
し，教職員が学びに
ついて対話する機会
を設定することを継
続する。 

□月中行事予定表の配布

や週１回の暮会での行
事予定等の確認により，
教職員が業務の見通し

を持って時間管理を行
うことができた。また，
校務支援員の有効活用，

業務改善の熟考により，
授業づくりを行う時間
を確保し，学びについて

対話する機会を設定す
ることができた。 

◎時間外勤務時間年間

360時間（月30時間）
を超える教職員は 0 人
で，目標を達成すること

ができた。 

 

 

４ 

 

 

４ 

 

 

４ 

日々の業務

の中での気づ

きやアイデア

を日常的に職

員室で交流し，

校務分掌の見

直しや業務改

善の熟考を全

教職員で行う

ことで，授業づ

くりを行う時

間を確保して

いく。 

  

継

続 

内海中学校区・千年

中学校区の交流事

業を推進する。 

内海中学校区・千年 

中学校区との授業 

交流や合同行事等 

の機会を生かし，積 

極的に児童同士の 

交流を行う。 

内海中学校区・千年 

中学校区との交流で 

「自分から楽しく交
流したり，考えを深め
たりできた。」と肯定
的に回答する児童 

８５％以上。 

□小中合同遠足や他
校との生活科や外
国語科の時間にオ
ンラインで交流し
たことで，「自分か
ら楽しく交流した
り，考えを深めたり
できた。」と肯定的
に回答する児童が
87.5％であった。 

 

 

３ 

 

 

３ 

他校との生活科・体
育科・総合的な学習
の時間の交流等を通
して，教科・領域のね
らいを達成するため
の魅力的な学習活動
の場を共有すること
で「自分から楽しく交
流できた。」と肯定的に
回答する児童１００％
をめざす。 

□他校と生活科・総合的な学習

の時間の交流等を通して，児

童同士の交流を行うことが

できた。しかし，すべての交

流を対面で行うことができ

ず，新型コロナウイルス感染

症拡大防止のため，オンライ

ンでの交流もあったため，自

分から楽しく交流したこと

を実感させることが不十分

だった。 

◎「自分から楽しく交流したり，考

えを深めたりできた。」と肯

定的に回答する児童が 75％

であった。 

 

 

３ 

 

 

３ 

 

 

３ 

今後も対面だ

けでなく，オンラ

インでも他校と

交流をもち，主体

的に関われる活

動を仕組む。 

お互いの学校

のよさや学びの

成果を交流する

ことで，他校の児

童と自分から積

極的に関わろう

とする児童を育

成していく。 

[プロセス評価の評価基準] 

評点 評価基準 

５ 
取組の目的に対する共通理解が顕著に認められ，状況の変化，
問題が生じた際は，協同的な課題解決が十分に図られた。 

４ 
取組の目的に対する共通理解が認められ，状況の変化，問題が
生じた際は，協同的な課題解決が概ね図られた。 

３ 
取組の目的に対する共通理解が一定程度認められ，状況の変
化，問題が生じた際は，協同的な課題解決がある程度図られた。 

２ 
取組の目的に対する共通理解が認められ難く，状況の変化，問
題が生じた際の協同的な課題解決があまり図られなかった。 

１ 
取組の目的に対する共通理解が認められず，状況の変化，問題
が生じた際の協同的な課題解決が図られなかった。 

[達成評価の評価基準] 

評点 評価基準 

５ 
目標を大幅に達成し，十分な成果をあ
げた。 

４ 
目標を概ね達成し，望ましい成果をあ
げた。 

３ 
目標をある程度達成し，一定の成果をあげ
た。 

２ 
目標を下回り，成果よりも課題が多か
った。 

１ 
目標を大きく下回り，成果が認められ
なかった。 

 

[総合評価の評価基準] 

評点 評価基準 

５ １００％以上の達成度 
十分に目標を達成でき
た。 

４ 
８０％以上１００％未満
の達成度 

概ね目標を達成できた。 

３ 
６０％以上８０％未満の
達成度 

ある程度目標を達成でき
た。 

２ 
４０％以上６０％未満の
達成度 

あまり目標を達成できな
かった。 

１ ４０％未満の達成度 
目標を達成できなかっ
た。 

 


